
１．招致経過

令和2年 1月30日 県体育協会(現・県スポーツ協会)より知事、県議会議長、教育長に対して開催要望書を提出

2月20日 知事定例記者会見において大会の招致を表明

3月25日 県議会において招致を決議（「第85回国民スポーツ大会及び第30回全国障害者スポーツ大会の招致に関する決議」）

11月27日 スポーツ庁、日本スポーツ協会、日本障がい者スポーツ協会に開催要望書を提出

12月21日 日本スポーツ協会より令和13年の開催について内々定通知書を受理

２．開催趣意書（要点）

○ 両大会の本県での開催は、「だれもが いつでも どこでも スポーツに親しめる環境づくり」を推進し、スポーツ振興、障害のある人のスポーツ活動へ

の参加と交流の促進に寄与するとともに、本県が目指す「健康寿命日本一」の実現に大いに資するもの。また、来県される多くの方々に、本県の

自然・歴史・文化の魅力を体感いただける絶好の機会になるもの。

○ 両大会の招致は、スポーツ関係者をはじめ、県民をあげての強い願い。
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奈良県が目指す国体の姿を検討

３．スケジュール

主会場の整備

競技会場地の調整・整備

主な取り組み
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(例)

○ 運動・スポーツの取り組みが拡がり、活力があふれる健康増進の県になる

○ 身近にアスリート・指導者・環境が整い、未来の子どもたちの夢と希望があふれる県になる

奈良県スポーツの持続的な振興

人づくり

ーする・観る・支えるー

環境づくり

ー施設・設備・機会ー

組織づくり

ー地域・競技・団体ー

○ スポーツをする人や支える人が地域に根付き、次世代の育成につなげる

○ 実施競技・種目が地域に根付き、地域のスポーツ振興の基盤になる

国体を契機としたスポーツ振興の基盤・仕組みづくり

国体後の姿

目指す姿
(県スポーツ推進計画) 「活き活きと安心して健やかに暮らせる健康長寿の奈良県」 の実現

取り組み

目指す方向性
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